
2026 年５月 春は五目釣り！川と海の恵みで焼きちくわを食すツアー episode➀ 

いや～すごいですね、シラサエビ。時合に入った瞬間まさに“入れ食い”、やはり最強のエサです。五目釣りの面白さは何が釣れるかわ

からないところ。でもまさかあんな大きなキジハタが足元に潜んでいるとは。「鹿肉でも釣れるのでは？」とやってみると、これがまた

優秀。恵みがつながる丹後の森・川・海。豊かな自然と向き合うリアル体験は、子供にも大人にも平等にワクワクをくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者ｱﾝｹｰﾄより 〇初めての竹輪作り、おいしくできた。海の体験は貴重で楽しい。〇自然の中で釣りにエビかご作り、家族で楽しめた。親切なお気遣いまたお願いします。 

スタッフの独り言 店長に「絶対釣れるエサは？」と聞くと「シラサエビ」。「何が釣れるの？」と聞くと「なんでも釣れる」とのこと。ほんまかいなと早速海へ。こりゃおもろい。ハマりま

した。エサがいいのか、腕がいいのか、それとも丹後の海が豊かだからなのか。釣った魚に失礼がないよう竹輪で一杯やるべく酒店へ。遊びも仕事も一生懸命あそび隊。 

竹輪づくり 

最終関門。 

ペットボトルでエビかご作り。エビの習性 

を考えながらハンダゴテで穴を開けよう。 

自ら切り出した竹を、節とって磨いて焼き入れし竹輪用に。 

エサは鹿肉♪ 

カメ、カエル、沢ガニ、マムシ・・・役者は揃った。はたして肝心の川エビは⁉ 

大きなキジハタ。 

よく釣り上げたね～！ 

良い型のカサゴ連発。 

完全にコツ掴みました。 

シラサエビを海藻の間にそっと投入し 

底とりに全神経集中。間人の海に歓声が響く。 

カサゴ、キジハタ、ハゼ、
ブダイ（の仲間）、ナマコ。 
五目達成！ 
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川エビがいない。どこを探してもいない。ペットボトルと鹿肉片手に日々うろつくヘンなおじさん二人に、田んぼで忙しい地元民から

「あいつら何やってんだ？」といぶかしがられる始末。しだいに「昔はあそこにいた」とか「今日は捕れたか？」と気にしてもらえる

ようになり、最後は「努力は認める」と慰めの言葉。地元は温かい。よっしゃ、フィッシング・ナカジマにシラサエビ買いに行こう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者ｱﾝｹｰﾄより 〇魚もたくさん釣れ、竹輪も上手に焼けて楽しかったです。今後、興味のある体験メニューは・・・なんでもやりたい！ 

スタッフの独り言 比較的難易度の高いプログラムだったので、実は少し心配してましたが、エビかご作りも五目釣りも全力投入。竹を切る、魚を捌く、竹輪を焼く、どれも真剣

に教わりながら着実に上達していきます。小さな体で一生懸命取り組む姿を見ているとホント愛おしくなるし、絶対いいホンモノ体験をさせてあげようと思います。もう、孫です。 

昨今の社会情勢について議論しているわけではありません。

生地がゆるくて落ちそうなんです。ほらそこ、回して～！ 

竹の調達・加工は自然遊びの登竜門。 

釣った魚は三枚おろし。竹輪にできれば達人領域。 

底どりも餌つけも全部自力でこなします。カサゴ、イシダイ、ハゼ、ベラ、海藻・・・ギリ五目達成！ 

エビかご回収。さてさて何が入ってる？ 

切り位置、節取り、 
焼き入れ、正しく安全に。 

ウナギ発見！ 

まずはエビかご作り。 


